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						No.		PDF頁
(Rev.2.10) ページ		章 ショウ		節タイトル
(図表タイトル) セツ ズヒョウ		誤 ゴ		正 セイ		変更理由 ヘンコウ リユウ		通知状況 ツウチ ジョウキョウ		備考 ビコウ				行高さ調整列 ギョウ タカ チョウセイ レツ		 		 

						1		1		1		1.1 特徴		・ DTC（最大52要因）		・ DTC（最大44要因）		誤記								1
2


						2		2		1		1.1 特徴		安全機能（CRC演算機能／PLLロック検出機能／ADテスト機能／SFRガード機能など） ゼン キノウ ゼンキノウ エンザン キノウ ケンシュツ キノウ キノウ キノウ		安全機能（CRC演算機能／クロック・モニタ機能／ADテスト機能／SFRガード機能など）		誤記								1
2


						3		14		1		1.4.5 RL78/F14 R5F10PMn(n = E, F) 80ピン版のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

						4		15		1		1.4.6 RL78/F14 R5F10PLn(n = E, F) 64ピン版のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

						5		16		1		1.4.7 RL78/F14 R5F10PGn(n = D, E, F) 48ピン版のブロック図						誤記								1


2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

						6		18		1		1.4.9 RL78/F14 R5F10PAn(n = D, E) 30ピン版のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

						7		20		1		1.4.11 RL78/F13 R5F10BLn(n = C, D, E, F, G)(CAN＆LIN搭載版)
64ピン版のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

						8		20		1		1.4.11 RL78/F13 R5F10BLn(n = C, D, E, F, G)(CAN＆LIN搭載版)
64ピン版のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

						9		21		1		1.4.12 RL78/F13 R5F10BGn(n = C, D, E, F, G)(CAN＆LIN搭載版)
48ピン版のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

						10		21		1		1.4.12 RL78/F13 R5F10BGn(n = C, D, E, F, G)(CAN＆LIN搭載版)
48ピン版のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

						11		31		1		1.4.22 RL78/F13 R5F10A6n (n = A, C, D, E)(LIN搭載版)20ピン版のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

						12		31		1		1.4.22 RL78/F13 R5F10A6n (n = A, C, D, E)(LIN搭載版)20ピン版のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

						13		63		2		表2-4　RL78/F13(LIN搭載版)のポート以外の端子機能一覧(1/4)						誤記								1
2
3
4
20
21
22
23
24

						14		65		2		表2－4 RL78/F13(LIN搭載版)のポート以外の端子機能一覧(3/4)						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

						15		73		2		表2-5　リセット解除時のP40/TOOL0と動作モードの関係		表2-5　リセット解除時のP40/TOOL0と動作モードの関係
詳細は「30.5 プログラミング方法」を参照してください。 ヒョウ カイジョ ジ ドウサ カンケイ		表2-5　リセット解除時のP40/TOOL0と動作モードの関係
詳細は「30.4 シリアル・プログラミング方法」を参照してください。
 ヒョウ カイジョ ジ ドウサ カンケイ		誤記								1
2


						16		74		2		2.2.5 P50-P57(ポート5)		(g)TI11、TI13、TI15、TI17
          16ビット・タイマへの外部カウント・クロック／キャプチャ・トリガ入力端子です。		(g)TI11、TI13、TI15、TI17
          16ビット・タイマへの外部カウント・クロック／キャプチャ・トリガ入力端子です。
          TI15、TI17は、グループE製品のみあります。		追加説明								1
2
3
4


						17		75		2		2.2.5 P50-P57(ポート5)
(2)コントロールモード
　(h)TO11、TO13、TO15、TO17
		(h) TO11、TO13、TO15、TO17
　　 16ビット・タイマのタイマ出力端子です。TO15とTO17は、RL78/F14の100ピン版のみあります。
 シュツリョク タンシ ハン		(h) TO11、TO13、TO15、TO17
　　 16ビット・タイマのタイマ出力端子です。TO15とTO17は、グループE製品のみあります。
 セイヒン		誤記								1
2


						18		78		2		2.2.7 P70-P77(ポート7)		(a)ANI26-ANI30
           A/Dコンバータのアナログ入力端子として機能します。RL78/F14の100ピン版のみあります。詳細は
          「12.10(5)アナログ入力(ANIn)端子」を参照してください。		(a)ANI26-ANI30
           A/Dコンバータのアナログ入力端子として機能します。対応製品については、「第12章　A/Dコンバータ」の先頭ページの表を
　　　　　参照してください。詳細は 「12.10(5)アナログ入力(ANIn)端子」を参照してください。
		誤記

						19		79		2		2.2.7 P70-P77(ポート7)
(2)コントロールモード
　(m)TO15、TO17		(m) TO15、TO17
　　 16ビット・タイマのタイマ出力端子です。RL78/F14の100ピン版のみあります。		(m) TO15、TO17
　　 16ビット・タイマのタイマ出力端子です。グループE製品のみあります。
		誤記

						20		89,
92		2		表2-6 (1/3)：P40/TOOL0端子不使用時の端子設定
表2-7 (1/3)：P40/TOOL0端子不使用時の端子設定
						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

						21		96,
97,
98,
99,
100,
101,
102,
103,
104,
105,
106,
107,
108,
109,
110,
111,
112
		3		図3―1 メモリ・マップ
図3―2 メモリ・マップ
図3―3 メモリ・マップ
図3―4 メモリ・マップ
図3―5 メモリ・マップ
図3―6 メモリ・マップ
図3―7 メモリ・マップ
図3―8 メモリ・マップ
図3―9 メモリ・マップ
図3―10 メモリ・マップ
図3―11 メモリ・マップ
図3―12 メモリ・マップ
図3―13 メモリ・マップ
図3―14 メモリ・マップ
図3―15 メモリ・マップ
図3―16 メモリ・マップ
図3―17 メモリ・マップ
		4. セキュリティの設定により、ブート・クラスタ0は書き換えを禁止することができます(｢30.6 セキュリティ
　　設定｣を参照)。		4. セキュリティの設定により、ブート・クラスタ0は書き換えを禁止することができます(｢30.7 セキュリティ
　　設定｣を参照)。		誤記

						22		146		3		図3－41 ES/CSレジスタの構成						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9

						23		160		3		表3－6 拡張SFR(2nd SFR)一覧(8/31)						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

						24		209		4		図4－5 P10のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

								209		4		図4－5 P10のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

						25		210		4		図4－6 P11のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

								210		4		図4－6 P11のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

						26		211		4		図4－7 P12のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

								211		4		図4－7 P12のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

						27		212		4		図4－8 P13のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

								212		4		図4－8 P13のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

						28		213		4		図4－9 P14のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

								213		4		図4－9 P14のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

						29		214		4		図4－10 P15のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

								214		4		図4－10 P15のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9

						30		215		4		図4－11 P16のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

								215		4		図4－11 P16のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

						31		216		4		図4－12 P17のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

								216		4		図4－12 P17のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

						32		222,
265-272,
275
279		4		図4－16 P33, P34のブロック図
図4－49 P80のブロック図
図4－50 P81のブロック図
図4－51 P82のブロック図
図4－52 P83のブロック図
図4－53 P84のブロック図
図4－54 P85のブロック図
図4－55 P86のブロック図
図4－56 P87のブロック図
図4－57 P90-P97のブロック図
図4－58 P100-P105のブロック図				(NAND回路はSchmitt)		誤記								1
2
3
4
5
6
7

						33		244		4		図4－33 P60のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

								244		4		図4－33 P60のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9

						34		245		4		図4－34 P61のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

								245		4		図4－34 P61のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9

						35		246		4		図4－35 P62のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

								246		4		図4－35 P62のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

						36		247		4		図4－36 P63のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

								247		4		図4－36 P63のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9

						37		253		4		表4－11 ポート7使用時のレジスタ設定						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

						38		254		4		表4－12 P70/ANI26-P74/ANI30端子機能の設定 ヒョウ タンシ キノウ セッテイ						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9

						39		254		4		表4－12 P70/ANI26-P74/ANI30端子機能の設定 ヒョウ タンシ キノウ セッテイ						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9

						40		255		4		図4－41 P70のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

								255		4		図4－41 P70のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9

						41		256		4		図4－42 P71のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

								256		4		図4－42 P71のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9

						42		257		4		図4－43 P72のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

								257		4		図4－43 P72のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9

						43		258		4		図4－44 P73のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

								258		4		図4－44 P73のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9

						44		259		4		図4－45 P74のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

								259		4		図4－45 P74のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9

						45		276		4		4.2.10 ポート10		P100/ANI18-P105/ANI23をデジタル入力として使用する場合は、A/Dポート・コンフィギュレーション・レジス
タ（ADPC）でデジタル入出力に、かつPM10レジスタで入力モードに設定して、上位ビットから使用してください。
リセット信号の発生により入力モードになります。
P100/ANI18-P105/ANI23をデジタル出力として使用する場合は、A/Dポート・コンフィギュレーション・レジス
タ（ADPC）でデジタル入出力に、かつPM10レジスタで出力モードに設定して、上位ビットから使用してください。
P100/ANI18-P105/ANI23をアナログ入力として使用する場合は、A/Dポート・コンフィギュレーション・レジス
タ（ADPC）でアナログ入力に、かつPM10レジスタで入力モードに設定して、下位ビットから使用してください。
リセット信号の発生によりアナログ入力になります。		P100/ANI18-P105/ANI23をデジタル入力として使用する場合は、A/Dポート・コンフィギュレーション・レジス
タ（ADPC）でデジタル入出力に、かつPM10レジスタで入力モードに設定して、上位ビットから使用してください。

P100/ANI18-P105/ANI23をデジタル出力として使用する場合は、A/Dポート・コンフィギュレーション・レジス
タ（ADPC）でデジタル入出力に、かつPM10レジスタで出力モードに設定して、上位ビットから使用してください。
P100/ANI18-P105/ANI23をアナログ入力として使用する場合は、A/Dポート・コンフィギュレーション・レジス
タ（ADPC）でアナログ入力に、かつPM10レジスタで入力モードに設定して、下位ビットから使用してください。
リセット信号の発生によりP100-P105はアナログ入力，P106-P107はデジタル入力モードになります。		誤記								1
2
11
12
17
20
21
22
23
24
25
26

						46		284		4		図4－61 P120のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

								284		4		図4－61 P120のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

						47		287		4		図4－64 P125のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

								287		4		図4－64 P125のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

						48		291		4		図4－67 P137のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

						49		319		4		4.3.7 A/Dポート・コンフィギュレーション・レジスタ(ADPC)		注意2. D/A変換またはコンパレータで使用するチャネルは，ポート・モード・レジスタ3, 8（PM3, PM8）で入力モードに選択してください。		注意2. D/A変換またはコンパレータで使用するチャネルは，ポート・モード・レジスタ8（PM8）で入力モードに選択してください。		誤記

						50		326		4		4.3.13 周辺I/Oリダイレクション・レジスタ4（PIOR4）		　周辺I/Oリダイレクト機能の許可／禁止を設定するレジスタです。
　PIOR4は、シリアル通信機能のリダイレクト許可禁止を設定するレジスタで、CANのシリアル・データ入出力、
LINのシリアル・データ入出力、シリアル・アレイ・ユニットのシリアル・データ入出力、クロック入出力、スレー
ブ・セレクト入力端子をどのI/Oポートに割り当てるかを選択します。
　PIOR4レジスタは，8ビット・メモリ操作命令で設定します。
　リセット信号の発生により00Hになります。		　周辺I/Oリダイレクト機能の許可／禁止を設定するレジスタです。
　PIOR4は、シリアル通信機能のリダイレクト許可禁止を設定するレジスタで、CANのシリアル・データ入出力、
LINのシリアル・データ入出力、シリアル・アレイ・ユニットのシリアル・データ入出力、クロック入出力、スレー
ブ・セレクト入力端子をどのI/Oポートに割り当てるかを選択します。
　PIOR4レジスタは，8ビット・メモリ操作命令で設定します。
　リセット信号の発生により00Hになります。
　ビット7は、リードのみになります。
　ビット7を除くすべてのビットは、リード/ライトが可能です。		追加説明								1
2

17
20
21
22
23
24
25
26

						51		327		4		図4－86 周辺I/Oリダイレクション・レジスタ4(PIOR4)のフォーマット		注意1. 30, 20ピン製品では，PIOR4レジスタはありません。
　　  2. 使用禁止ビットには0を設定してください。		　注意1. 30, 20ピン製品では，PIOR4レジスタはありません。
　　　　2. 使用禁止ビットには0を設定してください。
　　　　3. ビット7を書く場合 "0"を設定してください。 セッテイ		追加説明								1
2
3
4

						52		332		4		図4－91 ポート出力スルー・レート選択レジスタ(PSRSEL)		注意 20ピン製品ではPSR12はありません。
注意 20ピン製品ではPSR10はありません。		注意 グループA製品ではPSR12はありません。
注意 グループA製品ではPSR10はありません。		誤記								1
2


						53		337		4		図4－96 ポート・モード選択レジスタ(PMS)						誤記								1
2
3
4
5
6
7

						54		340		4		4.4.4 異電位(3 V系)外部デバイスとの接続方法		4.4.4 異電位（3 V系）外部デバイスとの接続方法

　異電位（3 V系）外部デバイスとの接続時にはEVDDを接続先の電源に合わせることで対応できます。EVDDが独立
していない製品や，どうしてもEVDDを接続先の電圧に合わせられない場合でも，ポート1, 6, 7, 12は，VDD = 4.0 V
～5.5 Vで動作時に，3 V系の電圧で動作している外部デバイスとのシリアルI/Fでの入出力接続が可能です。
　入力については，ポート入力モード・レジスタ1, 7（PIM1, PIM7）によりビットごとに通常入力（CMOS）/TTL
を切り換え可能です。
　また，出力については，ポート出力モード・レジスタ1, 6, 7, 12（POM1, POM6, POM7, POM12）により，出力
バッファをN-chオープン・ドレーン（EVDD耐圧）に切り換えることにより，異電位に対応可能になります。

（1）UART0-UART1, CSI00, CSI01, CSI10, CSI11機能の入出力端子を使用する場合の設定手順		4.4.4 異電位（3 V系）外部デバイスとの接続方法

　ポート1, 6, 7, 12は，ポート入力モード・レジスタ（PIMxx），ポート出力モード・レジスタ（POMxx）で入出力バッファを
切り換えることにより，VDD = 4.0 V～5.5 Vで動作時に，異電位（3 V系）で動作している外部デバイスとの接続が可能になります。
　異電位（3 V系）の外部デバイスからの入力を受ける場合，ポート入力モード・レジスタ1, 7（PIM1, PIM7）を
ビットごとに設定して、通常入力（CMOS）/TTLバッファを切り換えます。
　異電位（3 V系）の外部デバイスへ出力する場合，ポート出力モード・レジスタ1, 6, 7, 12（POM1, POM6, 
POM7, POM12）をビットごとに設定して、出力バッファをN-chオープン・ドレーンに切り換えることにより，
異電位に対応可能になります。

（1）UART0-UART1, CSI00, CSI01, CSI10, CSI11機能の入出力端子を使用する場合の設定手順
		誤記

						55		342		4		表4－29 兼用機能使用時のポート・モード・レジスタ，出力ラッチの設定(1/8)						誤記								1
2
3
4
5
6
7

						56		342,
-
349		4		表4－29 兼用機能使用時のポート・モード・レジスタ，出力ラッチの設定		備考 1. × ：don't care
　　　　　PIORXX ：周辺I/O リダイレクション・レジスタ
　　　　　POMXX ：ポート出力モード・レジスタ
　　　　　PMCXX ：ポート・モード・コントロール・レジスタ
　　　　　PMXX ：ポート・モード・レジスタ
　　　　　PXX ：ポートの出力ラッチ		備考 1. × ：don't care
　　　　　PIORXX ：周辺I/O リダイレクション・レジスタ
　　　　　POMXX ：ポート出力モード・レジスタ
　　　　　PMCXX ：ポート・モード・コントロール・レジスタ
　　　　　PMXX ：ポート・モード・レジスタ
　　　　　PXX ：ポートの出力ラッチ
　　　　　PIMXX　：ポート入力モード・レジスタ
　　　　　PITHLXX　：ポート入力閾値制御レジスタ
		追加説明

						57		344,
347,
348		4		表4－29 兼用機能使用時のポート・モード・レジスタ，出力ラッチの設定(3/8)

表4－29 兼用機能使用時のポート・モード・レジスタ，出力ラッチの設定(6/8)

表4－29 兼用機能使用時のポート・モード・レジスタ，出力ラッチの設定(7/8)		表4－29 兼用機能使用時のポート・モード・レジスタ，出力ラッチの設定（3/8）
　P33/ANI00
　P34/ANI01

表4－29 兼用機能使用時のポート・モード・レジスタ，出力ラッチの設定（6/8）
　P80/ANI02　
　P81/ANI03　

表4－29 兼用機能使用時のポート・モード・レジスタ，出力ラッチの設定（7/8）
　P82/ANI04
　P83/ANI05
　P84/ANI06　
　P85/ANI07　
　P86/ANI08
　P87/ANI09
		表4－29 兼用機能使用時のポート・モード・レジスタ，出力ラッチの設定（3/8）
　P33/ANI0
　P34/ANI1

表4－29 兼用機能使用時のポート・モード・レジスタ，出力ラッチの設定（6/8）
　P80/ANI2
　P81/ANI3

表4－29 兼用機能使用時のポート・モード・レジスタ，出力ラッチの設定（7/8）
　P82/ANI4
　P83/ANI5
　P84/ANI6
　P85/ANI7
　P86/ANI8
　P87/ANI9
		誤記

						58		344		4		表4－29 兼用機能使用時のポート・モード・レジスタ，出力ラッチの設定(3/8)						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8


						59		345		4		表4－29 兼用機能使用時のポート・モード・レジスタ，出力ラッチの設定(4/8)						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9


						60		351		4		4.6.2 端子設定に関する注意事項		複数の兼用機能が割り当てられている出力端子については，使用しない兼用機能の出力を初期状態と同じにする
必要があります(出力の衝突を回避)。周辺I/Oリダイレクション・レジスタ(PIOR)の設定により，割り当てら
れた機能も同様です。兼用出力については，4. 5 兼用機能使用時のレジスタ設定を参照してください。
入力として使用する端子では，兼用機能の出力が無効(バッファ出力がHi-Z)となるので，処理不要です。
なお，入力だけや入出力のないブロックを含めて，低消費電力化のために，使用しない機能は停止させることを
おすすめします		複数の兼用機能が割り当てられている出力端子については，使用しない兼用機能の出力を初期状態と同じにする
必要があります(出力の衝突を回避)。周辺I/Oリダイレクション・レジスタ(PIOR)の設定により，割り当てら
れた機能も同様です。兼用出力については，4. 5 兼用機能使用時のレジスタ設定を参照してください。
入力として使用する端子では，兼用機能の出力が無効(バッファ出力がHi-Z)となるので，処理不要です。
なお，入力だけや入出力のないブロックを含めて，低消費電力化のために，使用しない機能は停止させることを
おすすめします
注意1. ポート出力モード・レジスタ(POMx)でN-chオープン・ドレイン出力モード設定時は，出力モード
　　　　 時においても，入力バッファがオンになっているため，端子の電位が中間電位となった場合，
　　　　貫通電流が流れる ことがあります。また, N-chオープン・ドレイン出力モード設定時は，
　　　　出力レベルを切り替えると グリッチ(EVDDレベル)が発生することがあります。
     2. ポート入力モード・レジスタ(PIMx)でTTL入力バッファに設定し，ハイレベルを入力している場合，
　　　　 TTL入力バッファの構造により貫通電流が流れることがあります。貫通電流を防ぐためには，
　　　　 ローレベルを入力してください。
　   3.30, 20ピン製品では，PIOR4レジスタはありません。 タンシ デンイ		追加説明								1
2
3
4
5
6
17
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

						61		354		5		5.1 クロック発生回路の機能
(4)低速オンチップ・オシレータ(低速OCO)		(4)低速オンチップ・オシレータ(低速OCO)
          fIL = 15 kHz(TYP.)のクロックを発振させることができます。
          低速オンチップ・オシレータ・クロックは、CPU／周辺ハードウェア・クロックに使用できます。
          低速オンチップ・オシレータ・クロックで動作するのは，次の周辺ハードウェアのみです。
              ・クロック・モニタ(fIL)
              ・タイマRJ(fILおよびfSL)
              ・タイマRD(fSL)
              ・クロック出力／ブザー出力制御回路(fSL)		（4）低速オンチップ・オシレータ（低速OCO）
          fIL = 15 kHz（TYP.）のクロックを発振させることができます。
          低速オンチップ・オシレータ・クロックは、CPU／周辺ハードウェア・クロックに使用できます。
          低速オンチップ・オシレータ・クロックで動作するのは，次の周辺ハードウェアのみです。
              ・クロック・モニタ（fIL）
              ・タイマRJ（fILおよびfSL）
              ・タイマRD（fSL）
              ・クロック出力／ブザー出力制御回路（fSL）
              ・タイマ・アレイ・ユニット０のチャネル１（fIL）


		誤記

						62		356		5		図5-1　クロック発生回路のブロック図 ズ ハッセイ カイロ ズ						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

								356		5		図5-1　クロック発生回路のブロック図 ズ ハッセイ カイロ ズ						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

						63		359		5		図5－3 クロック動作モード制御レジスタ(CMC)のフォーマット						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

						64		362		5		5.3.3 クロック動作ステータス制御レジスタ(CSC)		6. クロック発振停止(外部クロック入力無効)するためのレジスタのフラグ設定と停止前の条件は，表5－2のよ
　　うになります。		6. クロック発振停止（外部クロック入力無効）するためのレジスタのフラグ設定と停止前の条件は，表5－2のよ
　　うになります。クロックを発振停止する場合は，クロック発振停止前条件が成立した後に停止してください。
 セイリツ		追加説明

						65		372		5		図5－14 動作スピード・モード制御レジスタ(OSMC)のフォーマット　注 チュウ		注　低速オンチップ・オシレータを停止する場合は，ビット4（WUTMMCK0）を0かつクロック選択レジスタ（CKSEL）
　　のビット1（SELLOSC）を0に設定してください。		注　低速オンチップ・オシレータを停止する場合は，ビット4（WUTMMCK0）を0かつクロック選択レジスタ（CKSEL）
　　のビット0（SELLOSC）を0に設定してください。		誤記

						66		374		5		図5－16 高速オンチップ・オシレータ・トリミング・レジスタ(HIOTRM)のフォーマット		-		備考．高速オンチップ・オシレータ・クロック精度をHIOTRMレジスタ1ビットあたり約0.05%補正できます。		追加説明

						67		378		5		図5－20 PLL制御レジスタ(PLLCTL)のフォーマット						追加説明								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

						68		395		5		図5－27 CPUクロック状態移行図		赤枠：VDD≧1.56 V (Typ.)		赤枠：VDD＜1.56 V (Typ.)		誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

						69		399		5		表5－3 CPUクロックの移行について(1/3)

高速オンチップ・オシレータ・クロック
　移行後の処理

X1クロック
　移行後の処理		

高速オンチップ･オシレータを
停止（HIOSTOP = 1）すると
動作電流を低減可能



X1発振停止可能
（MSTOP = 1）
		CPUクロックが移行後のクロックに
切り替わったことを確認した後、
高速オンチップ･オシレータを
停止（HIOSTOP = 1）すると
動作電流を低減可能

CPUクロックが移行後のクロックに
切り替わったことを確認した後、
X1発振停止可能
（MSTOP = 1）
		追加説明

						70		404		5		5.6.9 クロック発振停止前の条件		クロック発振停止（外部クロック入力無効）するためのレジスタのフラグ設定と停止前の条件を次に示します。		クロック発振停止（外部クロック入力無効）するためのレジスタのフラグ設定と停止前の条件を次に示します。
クロックを発振停止する場合は，クロック発振停止前条件を確認した後に停止してください。
		追加説明

						71		408		6		6.1.1 単独チャネル動作機能
(4)分周器機能						誤記								1
2
3
4
5
6

						72		421		6		6.2.2 タイマ・データ・レジスタmn(TDRmn)		また，TDRm1, TDRm3レジスタは，8ビット・タイマ・モード時（タイマ・モード・レジスタm1, m3（TMRm1,
TMRm3）のSPLITビットが1）に，上位8ビットをTDRm1H, TDRm3H，下位8ビットをTDRm1L, TDRm3Lとして，
8ビット単位での書き換えが可能になります。読み出しは，16ビット単位でのみ可能です。
リセット信号の発生により，TDRmnレジスタは0000Hになります。		また，TDRm1, TDRm3レジスタは，8ビット・タイマ・モード時（タイマ・モード・レジスタm1, m3（TMRm1,
TMRm3）のSPLITm1,SPLITm3ビットが1）に，上位8ビットをTDRm1H, TDRm3H，下位8ビットをTDRm1L, TDRm3Lとして，
8ビット単位での書き換えが可能になります。読み出しは，16ビット単位でのみ可能です。
リセット信号の発生により，TDRmnレジスタは0000Hになります。
		誤記

						73		428		6		図6-13 タイマ・モード・レジスタmn(TMRmn)のフォーマット(1/4) ズ						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

						74		431		6		図6－13 タイマ・モード・レジスタmn(TMRmn)のフォーマット(4/4)						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

						75		436		6		図6－17 タイマ・チャネル停止レジスタm(TTm)のフォーマット						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						75		436		6		図6－17 タイマ・チャネル停止レジスタm(TTm)のフォーマット						誤記								1
2
3
4
5
6

						76		445,
446		6		6.3.15 ノイズ・フィルタ許可レジスタ1, 2(NFEN1, NFEN2)		図6－25 ノイズ・フィルタ許可レジスタ1（NFEN1）のフォーマット（1/2）
図6－25 ノイズ・フィルタ許可レジスタ2（NFEN2）のフォーマット（2/2）		図6－25 ノイズ・フィルタ許可レジスタ1, 2（NFEN1, NFEN2）のフォーマット（1/2）
図6－25 ノイズ・フィルタ許可レジスタ1, 2（NFEN1, NFEN2）のフォーマット（2/2）		誤記

						77		451		6		6.4.1 複数チャネル連動動作機能の基本ルール		(13)タイマ・モード・レジスタ0n(TMR0n)は，マスタ・ビットがなく0に固定されています。しかし，チャネル0は最上位チャネルなので，連動動作時は，チャネル0をマスタ・チャネルとして使用できます。		(13)タイマ・モード・レジスタm0(TMRm0)は，マスタ・ビットがなく，”0”に固定されています。しかし，チャネル0は最上位チャネルなので，連動動作時は，チャネル0をマスタ・チャネルとして使用できます。 		誤記								1
2
3

						78		452		6		例2 レイ						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

						79		453		6		6.4.2 8ビット・タイマ動作機能の基本ルール(チャネル1, 3のみ)		（2）8ビット・タイマとして使用する場合には，タイマ・モード・レジスタmn（TMRmn）のSPLITビットを1に
        設定します。
		（2）8ビット・タイマとして使用する場合には，タイマ・モード・レジスタmn（TMRmn）のSPLITmnビットを1に
        設定します。
		誤記

						80		457,
458,
459,
460,
461,		6		6.5.3 カウンタの動作		(1)インターバル・タイマ・モード時のスタート・タイミング
(2)イベント・カウンタ・モード時のスタート・タイミング
(3)キャプチャ・モード時のスタート・タイミング
(4)ワンカウント・モード時のスタート・タイミング
(5)キャプチャ&ワンカウント・モード時のスタート・タイミング(ハイ・レベル幅測定時の動作)		(1)インターバル・タイマ・モードの動作
(2)イベント・カウンタ・モードの動作
(3)キャプチャ・モードの動作(入力パルス間隔測定)
(4)ワンカウント・モードの動作
(5)キャプチャ&ワンカウント・モードの動作(ハイ・レベル幅測定)
		誤記

						81		457
458
460
461		6		図6－29
図6－30
図6－32
図6－33		図6－29 スタート・タイミング（インターバル・タイマ・モード時）
図6－30 スタート・タイミング（イベント・カウンタ・モード時）
図6－32 スタート・タイミング（ワンカウント・モード時）
図6－33 スタート・タイミング（キャプチャ&ワンカウント・モード時）		図6－29 動作タイミング（インターバル・タイマ・モード）
図6－30 動作タイミング（イベント・カウンタ・モード）
図6－32 動作タイミング（ワンカウント・モード）
図6－33 動作タイミング（キャプチャ&ワンカウント・モード：ハイ・レベル幅測定）		誤記

						82		459		6		図6－31 動作タイミング(キャプチャ・モード：入力パルス間隔測定)						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						83		461		6		図6－33 スタート・タイミング(キャプチャ&ワンカウント・モード時)						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						84		466		6		6.6.3 チャネル出力操作時の注意事項
(2)TOmn端子の初期レベルとタイマ動作開始後の出力レベルについて
(b)スレーブ・チャネル出力モード(TOMmn = 1)設定で動作を開始した場合(PWM出力)						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

19
20
21
22
23
24
25
26

						85		469		6		図6－41 TO0nビットの一括操作によるTO0nの端子状態						誤記								1
1
2
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

						86		473		6		図6－45 インターバル・タイマ／方形波出力時のレジスタ設定内容例						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						87		476		6		図6－47 外部イベント・カウンタとしての動作のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

						88		479		6		図6－50　外部イベント・カウンタ機能時の操作手順						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						89		480		6		図6－51 分周器としての動作のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

						90		483		6		図6－54 分周器機能時の操作手順						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						91		483		6		図6－54　分周器機能時の操作手順						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						91		483		6		図6－54　分周器機能時の操作手順						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8

						92		484		6		図6－55 入力パルス間隔測定としての動作のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

						93		487		6		図6－58 入力パルス間隔測定機能時の操作手順						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						94		489		6		図6－59 入力信号のハイ／ロウ・レベル幅測定としての動作のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

						95		491		6		図6－62 入力信号のハイ／ロウ・レベル幅測定機能時の操作手順						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						96		491		6		図6－62 入力信号のハイ／ロウ・レベル幅測定機能時の操作手順						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

						97		492		6		図6－63 ディレイ・カウンタとしての動作のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

						98		494		6		図6－65 ディレイ・カウンタ機能時のレジスタ設定内容例		SPLITmnビットの設定（チャネル1, 3）
1：8ビット・タイマ		SPLITmnビットの設定（チャネル1, 3）
0：16ビット・タイマ
1：8ビット・タイマ
		誤記

						99		495		6		図6－66 ディレイ・カウンタ機能時の操作手順						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

						100		497		6		図6－67 ワンショット・パルス出力機能としての動作のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

						101		501		6		図6－71 ワンショット・パルス出力機能時の操作手順(1/2)						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						102		502		6		図6－71 ワンショット・パルス出力機能時の操作手順(2/2)						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						103		517		6		6.9.1 タイマ出力使用時の注意事項		（1）割り込み機能で、タイマ・アレイ・ユニットの動作クロックにPCLK（分周なし）を選択し、かつTDRnm（n=0,1、
　　　　m=0-7）に0000Hを設定した場合は、タイマ・アレイ・ユニットからの割り込み信号はH固定となり割り込
　　　　み要求を検出することができません。
　　　　本設定を使用する場合は、割り込み機能をマスクしてください。
		（1）割り込み機能で、タイマ・アレイ・ユニットの動作クロックにfCLK（分周なし）を選択し、かつTDRnm（n=0,1、
　　　　m=0-7）に0000Hを設定した場合は、タイマ・アレイ・ユニットからの割り込み信号はH固定となり割り込
　　　　み要求を検出することができません。
　　　　本設定を使用する場合は、割り込み機能をマスクしてください。
		誤記

						104		520		7		表7－3 タイマRJのレジスタ構成						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

						105		525		7		7.3.5 タイマRJ制御レジスタ0(TRJCR0)		7.3.5 タイマRJ制御レジスタ0（TRJCR0）		7.3.5 タイマRJ制御レジスタ0（TRJCR0）
TRJCR0レジスタは，タイマRJのカウント動作・停止の制御と，タイマRJステータスを示すレジスタです。
TRJCR0レジスタは，8ビット・メモリ操作命令で設定します。
リセット信号の発生により，TRJCR0レジスタは00Hになります。		追加説明								1
2
3
4
5

						106		527		7		7.3.6 タイマRJ I/O制御レジスタ0(TRJIOC0)		7.3.6 タイマRJ I/O制御レジスタ0（TRJIOC0）		7.3.6 タイマRJ I/O制御レジスタ0（TRJIOC0）
TRJIOC0レジスタは，タイマRJの入出力を設定するレジスタです。
TRJIOC0レジスタは，1ビット・メモリ操作命令または8ビット・メモリ操作命令で設定します。
リセット信号の発生により，TRJIOC0レジスタは00Hになります。		追加説明								1
2
3
4
5

						107		529		7		7.3.7 タイマRJモード・レジスタ0(TRJMR0)		7.3.7 タイマRJモード・レジスタ0（TRJMR0）		7.3.7 タイマRJモード・レジスタ0（TRJMR0）
TRJMR0レジスタは，タイマRJの動作モードを設定するレジスタです。
TRJMR0レジスタは，1ビット・メモリ操作命令または8ビット・メモリ操作命令で設定します。
リセット信号の発生により，TRJMR0レジスタは00Hになります。		追加説明								1
2
3
4
5

						108		530		7		7.3.8 タイマRJイベント端子選択レジスタ0(TRJISR0)		7.3.8 タイマRJイベント端子選択レジスタ0（TRJISR0）		7.3.8 タイマRJイベント端子選択レジスタ0（TRJISR0）
TRJISR0 レジスタは，イベントカウンタモード時に，イベントカウント期間を制御するタイマを選択，およ
び極性の設定をするレジスタです。
TRJISR0レジスタは，1ビット・メモリ操作命令または8ビット・メモリ操作命令で設定します。
リセット信号の発生により，TRJISR0レジスタは00Hになります。		追加説明								1
2
3
4
5
6
7

						109		533		7		図7－12 タイマ・モードの動作例						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

						110		534		7		図7-13 パルス出力モードの動作例 ズ シュツリョク ドウサ レイ						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						110		534		7		図7-13 パルス出力モードの動作例 ズ シュツリョク ドウサ レイ						誤記								1
2
3
4
5
6

						111		535		7		図7－14 イベント・カウンタ・モードの動作例1						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

						112		537		7		7.4.5 パルス幅測定モード						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						112		537		7		7.4.5 パルス幅測定モード						誤記								1
2
3
4
5
6
7

						113		538		7		図7－17 パルス周期測定モードの動作例						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						113		538		7		図7－17 パルス周期測定モードの動作例						誤記								1
2
3
4
5

						114		539		7		表7－7 TRJIO0端子設定 ヒョウ タンシ セッテイ						誤記								1
1
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

						115		564		8		図8－19 タイマRD制御レジスタ0(TRDCR0)のフォーマット[相補PWMモード]						誤記								1
2
3
4
5
6
7

						116		573		8		図8－27 タイマRD割り込み許可レジスタi(TRDIERi)(i = 0, 1)のフォーマット		OVF, UDFビットによる割り込み（OVI）禁止
OVF, UDFビットによる割り込み（OVI）許可

IMFDビットによる割り込み（IMID）禁止
IMFDビットによる割り込み（IMID）許可

IMFCビットによる割り込み（IMIC）禁止
IMFCビットによる割り込み（IMIC）許可

IMFBビットによる割り込み（IMIB）禁止
IMFBビットによる割り込み（IMIB）許可

IMFAビットによる割り込み（IMIA）禁止
IMFAビットによる割り込み（IMIA）許可		OVF, UDFビットによる割り込み禁止
OVF, UDFビットによる割り込み許可

IMFDビットによる割り込み禁止
IMFDビットによる割り込み許可

IMFCビットによる割り込み禁止
IMFCビットによる割り込み許可

IMFBビットによる割り込み禁止
IMFBビットによる割り込み許可

IMFAビットによる割り込み禁止
IMFAビットによる割り込み許可		誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

						117		575		8		図8－30 タイマRDカウンタ						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

						118		576		8		図8－31 タイマRDカウンタ						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

						119		576		8		図8－32 タイマRDカウンタ						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

						120		590		8		図8－40 カウント・ソースのブロック図
備考 ビコウ		TDC_CKSEL 　　　　　　　　　　：CKSELレジスタのビット		TRD_CKSEL 　　　　　　　　　　：CKSELレジスタのビット		誤記

						121		622		8		8.5.4 インプットキャプチャ機能		TRDSTRレジスタのTRDTSTARTiビット		TRDSTRレジスタのTSTARTiビット		誤記

						122		632		9		図9－2 周辺イネーブル・レジスタ0(PER0)のフォーマット		注意1. リアルタイム・クロックを使用する場合は，入力クロック（fRTC）が発振安定状態において，最初にRTCEN = 1の設
　　　　　定を行ってください。RTCEN = 0の場合は，リアルタイム・クロックの制御レジスタへの書き込みは無視され，読
　　　　　み出し値もすべて初期値となります（動作スピード・モード制御レジスタ（OSMC），タイマ入力選択レジスタ1，
　　　　　2（TIS1，2），RTCクロック選択レジスタ（RTCCL）は除く）。
　　　　2. 動作スピード・モード制御レジスタ（OSMC）のRTCLPC = 1に設定することにより，STOPモード時およびサブ/低
　　　　　速オンチップ・オシレータ選択クロックでCPU動作中のHALTモード時に周辺機能へのクロック供給を停止すること
　　　　　が可能です。その場合，RTCENビットは1に設定し，PER0レジスタのその他のビット0-6は0に設定してください。
		注意1. リアルタイム・クロックを使用する場合は，入力クロック（fRTC）が発振安定状態において，最初にRTCEN = 1の設
　　　　　定を行ってください。RTCEN = 0の場合は，リアルタイム・クロックの制御レジスタへの書き込みは無視され，読
　　　　　み出し値もすべて初期値となります（動作スピード・モード制御レジスタ（OSMC），タイマ入力選択レジスタ1，
　　　　　2（TIS1，2），RTCクロック選択レジスタ（RTCCL）は除く）。
　　　　2. 動作スピード・モード制御レジスタ（OSMC）のRTCLPC = 1に設定することにより，STOPモード時およびサブ/低
　　　　　速オンチップ・オシレータ選択クロックでCPU動作中のHALTモード時に周辺機能へのクロック供給を停止すること
　　　　　が可能です。		誤記

						123		636		9		図9－6 RTCクロック選択レジスタ(RTCCL)のフォーマット						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						123		636		9		図9－6 RTCクロック選択レジスタ(RTCCL)のフォーマット						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

						124		652		9		図9－23 リアルタイム・クロックの読み出し手順						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						124		652		9		図9－23 リアルタイム・クロックの読み出し手順						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

						125		653		9		図9－24 リアルタイム・クロックの書き込み手順						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						125		653		9		図9－24 リアルタイム・クロックの書き込み手順						誤記								10
11
20
21
22
23
24
25
26
27

						126		658		9		図9－27 (DEV, F12, F11, F10, F9, F8, F7, F6, F5, F4, F3, F2, F1, F0) = (1, 1, 1, 1, 1, 1, 1, 1, 1, 0, 1, 1, 1, 0) の場合						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9

						127		665		10		10.4 クロック出力／ブザー出力制御回路の動作						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

						128		666		11		11.1 ウォッチドッグ・タイマの機能		ウォッチドッグ・タイマによるリセットが発生した場合，リセット・コントロール・フラグ・レジスタ（RESF）
のビット4（WDCLRF）がセット（1）されます。RESFレジスタの詳細については「第24章 リセット機能」を参
照してください。
また，オーバフロー時間の75% + 1/2 fWDT到達時にインターバル割り込みを発生することもできます。		ウォッチドッグ・タイマによるリセットが発生した場合，リセット・コントロール・フラグ・レジスタ（RESF）
のビット4（WDCLRF）がセット（1）されます。RESFレジスタの詳細については「第24章 リセット機能」を参
照してください。
また，オーバフロー時間の75% + 1/2 fWDT到達時にインターバル割り込みを発生することもできます。
注意. ウィンドウ･オープン期間を“75%”（WINDOW1, WINDOW0 ビットが10B）で使用する場合は、カウンタ値が50%のタイミング以外でカウンタをクリアする命令（WDTE レジスタにACH 書き込み）を行ってください。 チュウイ		説明変更		TU通知済み ツウチ ズ		TN-RL*-A068A/E

						129		667		11		図11－1 ウォッチドッグ・タイマのブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						130		688		12		図12－5 A/DコンバータのサンプリングとA/D変換のタイミング(例 ソフトウエア・トリガ・モードの場合)						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

						131		697		12		12.3.10 A/Dテスト・レジスタ(ADTES)

図12－14 A/Dテスト・レジスタ(ADTES)のフォーマット						追加説明								1
2
3
4
51
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

						132		712		12		図12-27　ハードウェア・トリガ・ノーウェイト・モード(セレクト・モード、ワンショット変換モード)　動作タイミング例
						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

						133		713
		12		図12-28　ハードウェア・トリガ・ノーウェイト・モード(スキャン・モード、連続変換モード)　動作タイミング例
						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

						134		714
		12		図12-29　ハードウェア・トリガ・ノーウェイト・モード(スキャン・モード、ワンショット変換モード)　動作タイミング例
						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

						135		716		12		図12-31　ハードウェア・トリガ・ウェイト・モード(セレクト・モード、ワンショット変換モード)　動作タイミング例						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

						136		718		12		図12－33		ハードウエア・トリガ・ノーウエイト・モード（スキャン・モード，ワンショット変換モード）
動作タイミング例		ハードウエア・トリガ・ウエイト・モード（スキャン・モード，ワンショット変換モード）
動作タイミング例
		誤記

						137		720		12		図12－34 ソフトウエア・トリガ・モード設定						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						137		721		12		図12－35 ハードウエア・トリガ・ノーウエイト・モード設定						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						138		722		12		図12－36 ハードウエア・トリガ・ウエイト・モード設定						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						139		723		12		図12－37 温度センサ使用時の設定						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						140		724		12		図12－38 テスト・トリガ・モード設定						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						141		740		13		13.3.3 D/Aコンバータ・モード・レジスタ(DAM)						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

						142		745		13		13.4.2 リアルタイム出力モード時の動作		D/Aコンバータの各チャネルはELCからの独立した要求信号を起動トリガとしてD/A変換を行います。		D/AコンバータはELCからの独立した要求信号を起動トリガとしてD/A変換を行います。		誤記

						143		748		14		表14－3 コンパレータを制御するレジスタ						誤記								1
2
3
4
5
6
20
21
22
23
24
25
26

						144		756		14		図14－8 ポート・モード・レジスタ4(PM4)のフォーマット(100ピン製品)		図14－8 ポート・モード・レジスタ4（PM4）のフォーマット（100ピン製品）		図14－8 ポート・モード・レジスタ4（PM4）のフォーマット
		誤記

						145		757		14		表14-4 P81/ANI3/IVCMP00~p85/ANI7/IVREF0端子機能の設定 ヒョウ タンシ キノウ セッテイ						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12


						146		768		15		図 15－1 シリアル・アレイ・ユニット0 のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						147		769		15		図 15－2 シリアル・アレイ・ユニット1 のブロック図						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						148		780		15		15.3.5 シリアル・データ・レジスタmn(SDRmn)の上位7ビット		備考1. 動作中（SEmn = 1）のSDTmnレジスタ機能については「15.2 シリアル・アレイ・ユニットの構成」を参照してください。
      2. m：ユニット番号（m = 0, 1） n：チャネル番号（n = 0, 1）		備考1. m：ユニット番号（m = 0, 1） n：チャネル番号（n = 0, 1）		誤記								1
2
3
4
5
6

						149		790		15		15.3.14 シリアル・スレーブ選択許可レジスタm(SSEm)						追加説明								1
2
3
4
5
6
7
8


						150		796		15		図15－22 ポート・モード・レジスタ1, 3-7, 12(PM1, PM3-PM7, PM12)のフォーマット						誤記								1
2
3
4
5
6
7

						151		801		15		15.5 3線シリアルI/O(CSI00, CSI01, CSI10, CSI11)通信の動作		また，CSI00m, CSI01, CSI10, CSI11はスレーブ選択機能に対応しています。詳細は，「15.6 SPI機能付クロッ
ク同期シリアル通信の動作」を参照してください。		また，CSI00, CSI01, CSI10, CSI11はスレーブ選択機能に対応しています。詳細は，「15.6 SPI機能付クロッ
ク同期シリアル通信の動作」を参照してください。		誤記

						152		887		15		図15－96 マスタ送受信(連続送受信モード時)のタイミング・チャート(タイプ1：DAPmn =0, CKPmn = 0)						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						152		887		15		図15－96 マスタ送受信(連続送受信モード時)のタイミング・チャート(タイプ1：DAPmn =0, CKPmn = 0)						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

						153		888		15		図15－97 マスタ送受信(連続送受信モード時)のフロー・チャート		備考1.　図中の①～⑧は、図15-97　マスタ送受信(連続送受信モード時)のタイミング・チャートの①～⑧に対応し
　　　　ています。 ビコウ ズ チュウ ズ ソウジュシン レンゾク ソウジュシン ジ タイオウ		備考1.　図中の①～⑧は、図15-96　マスタ送受信(連続送受信モード時)のタイミング・チャートの①～⑧に対応し
　　　　ています。
		誤記

						154		894		15		図15－102 スレーブ送信(シングル送信モード時)のタイミング・チャート(タイプ1：DAPmn =0, CKPmn = 0)						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

						155		903		15		図15－110 スレーブ受信(シングル受信モード時)のタイミング・チャート(タイプ1：DAPmn =0, CKPmn = 0)						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

						156		907		15		図15－112 SPI機能(CSI00, CSI01, CSI10, CSI11)のスレーブ送受信時のレジスタ設定内容例(2/2) ズ キノウ ソウジュシン ジ セッテイ ナイヨウ レイ						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

						157		910		15		図15－116 スレーブ送受信(シングル送受信モード時)のタイミング・チャート(タイプ1：DAPmn =0, CKPmn = 0)						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

						158		942		15		図15－139 LIN送信のフロー・チャート						誤記								1
2
3
4
1
2
3

5
6
7
8
9
10
11
12

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
19
20
21
22
23

						159		944		15		15.8.2 LIN受信　図15－140 LINの受信操作　						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
19

						160		977		16		16.3 シリアル・インタフェースIICAを制御するレジスタ		シリアル・インタフェースIICAは，次の8種類のレジスタで制御します。		シリアル・インタフェースIICAは，次の10種類のレジスタで制御します。		誤記								1
2
3


						161		1016		16		図16－29 シングルマスタ・システムでのマスタ動作						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						162		1017		16		図16－30 マルチマスタ・システムでのマスタ動作(1/3)						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						163		1058		16		図16－33 スレーブ→マスタ通信例(マスタ：8→9クロック，スレーブ：9クロックでウエイト選択)(3/3)
(3)データ～データ～ストップ・コンディション		⑧ 8クロック目の立ち下がりで，マスタ側によるウエイト（SCLA0 = 0）がかかり，マスタ側の割り
　　込み（INTIICA0：転送完了割り込み）が発生し，マスタ側はACKE0 = 0なので，ハードウエアに
　　よりACKがスレーブ側へ送信されます。		⑧ 8クロック目の立ち下がりで，マスタ側によるウエイト（SCLA0 = 0）がかかり，マスタ側の割り
　　込み（INTIICA0：転送完了割り込み）が発生し，マスタ側はACKE0 = 1なので，ハードウエアに
　　よりACKがスレーブ側へ送信されます。
		誤記

						164		1095		17		17.2.1 LINマスタ関連レジスタ
(24)LIN/UARTデータ・バッファm・レジスタ(LDBnm)(m=1～8)
		レスポンス受信の場合：
レスポンスフィールドで受信したデータが格納されます。
受信データは上書きされます。また、エラー検出時、受信が中断される前までのデータは格納されます。
これらのレジスタは、FTSビットが"1"（フレーム送信／ウェイクアップ送受信開始）のときに読み出さな
いでください。		レスポンス受信の場合：
レスポンスフィールドで受信したデータが格納されます。
受信データは上書きされます。また、エラー検出時は、エラーを検出したバイトまでのデータが格納されます。
これらのレジスタは、FTSビットが"1"（フレーム送信／ウェイクアップ送受信開始）のときに読み出さな
いでください。
 ケンシュツ		誤記

						165		1123		17		(23)LIN/UARTデータ・バッファm・レジスタ(LDBnm)(m=1～8)		レスポンス受信の場合：
レスポンスフィールドで受信したデータが格納されます。
受信データは上書きされます。また、エラー検出時、受信が中断される前までのデータは格納されます。
これらのレジスタは、RTSが"1"（レスポンス送信／受信開始）のときに読み出さないでください。
		レスポンス受信の場合：
レスポンスフィールドで受信したデータが格納されます。
受信データは上書きされます。また、エラー検出時は、エラーを検出したバイトまでのデータが格納されます。
これらのレジスタは、RTSが"1"（レスポンス送信／受信開始）のときに読み出さないでください。

		誤記

						166		1152		17		(24)UART送信データ・レジスタ(LUTDRn)		送信データ・レジスタからバッファから送信するデータを設定します。		UART送信データ・レジスタへバッファから送信するデータを設定します。
		誤記

						167		1182		17		図17－21 LINエラー検出の対象時間領域(LINスレーブモード)						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
23
24
25
26

						168		1191		17		(5)SNOOZEモード機能		注意1. SNOOZEモードは，LINCKSELレジスタのLINnMCKビット = 0(fCLKを選択)かつfCLKに高速オン
　　　　　チップ・オシレータ・クロック(fIH)を選択している場合のみ使用できます。
　　　2. SNOOZEモードでの転送レートは，ユーザ・オプション・バイト(000C2H/020C2H)の
　　　　　FRQSEL4 = 0の設定で4800 bps以下，FRQSEL4 = 1の設定で2400 bps以下です。
　　　3. UWC = 1の設定では，STOPモード中に受信開始したときのみUARTを使用できます。
　　　　　他のSNOOZE機能や割り込みと同時に使用して，次のようなSTOPモード以外の状態で受信開始し
　　　　　た場合は，正しくデータ受信できず，フレーミング・エラーもしくはパリティ・エラーが発生す
　　　　　ることがあります。
　　　　　　・UWC = 1に設定後，STOPモードに移行する前に受信開始した場合
　　　　　　・他のSNOOZEモード中に受信開始した場合
　　　　　　・STOPモードから割り込みなどで通常動作に復帰後，UWC = 0に戻す前に受信開始した場合
　　　4. USEC = 1の設定では，SNOOZE中にエラー(パリティ・エラー，フレーミング・エラー)または
　　　　　ステータス(拡張ビット検出)変化を検出してもフラグはセットされず、エラー割り込みも発生
　　　　　しません。		注意1. SNOOZEモードは，LINCKSELレジスタのLINnMCKビット = 0（fCLKを選択）かつfCLKに高速オン
　　　　　チップ・オシレータ・クロック（fIH）を選択している場合のみ使用できます。
　　　2. SNOOZEモードでの転送レートは，ユーザ・オプション・バイト（000C2H/020C2H）の
　　　　　FRQSEL4 = 0の設定で4800 bps以下，FRQSEL4 = 1の設定で2400 bps以下です。
　　　3. UWC = 1の設定では，STOPモード中に受信開始したときのみUARTを使用できます。
　　　　　他のSNOOZE機能や割り込みと同時に使用して，次のようなSTOPモード以外の状態で受信開始し
　　　　　た場合は，正しくデータ受信できず，フレーミング・エラーもしくはパリティ・エラーが発生す
　　　　　ることがあります。
　　　　　　・UWC = 1に設定後，STOPモードに移行する前に受信開始した場合
　　　　　　・他のSNOOZEモード中に受信開始した場合
　　　　　　・STOPモードから割り込みなどで通常動作に復帰後，UWC = 0に戻す前に受信開始した場合
　　　4. USEC = 1の設定では，SNOOZE中にエラー（パリティ・エラー，フレーミング・エラー）または
　　　　　ステータス（拡張ビット検出）変化を検出してもフラグはセットされず、エラー割り込みも発生
　　　　　しません。
　　　5. STOPモードに移行後、LRXDn端子の立下りエッジ検出によりSNOOZEモードへ移行します。
　　　　 また、スタート・ビット入力を検出できないような短いパルスを受けるとUART受信が開始されず，
　　　　 SNOOZEモードを継続することがあります。
　　　    この場合，次のUART受信で正しくデータ受信できず，受信エラーが発生することがあります。
		追加説明

						169		1202		17		17.6 LINセルフテストモード		LINセルフテストモードでは、ボー・レート・ジェネレータの設定に関わらず、最速ボー・レートで動作します。
ボー・レートは、ボー・レート関連レジスタの設定に関わらず、LIN通信クロック源/16[bps]で動作します（LWBRn
レジスタのNSPBビットは、必ず"0000b"または"1111b"で使用してください）。		LINセルフテストモードでは、ボー・レート・ジェネレータの設定に関わらず、最速ボー・レートで動作します。
ボー・レートは、ボー・レート関連レジスタの設定に関わらず、LIN通信クロック源/16[bps]で動作します（LWBRn
レジスタのNSPBビットは、必ず"0000b"または"1111b"で使用してください。
また、 LWBRnレジスタの LPRS ビットは、必ず“ 000b ”で 使用してください。）。
		説明変更		TU通知済み		TN-RL*-A0091A/J

						170		1203,
1204		17		17.6.2 LINマスタ セルフテストモードにおける送信		・ボー・レート、ノイズフィルタ、割り込み出力関連レジスタを設定する。
 LWBRnレジスタ = 0000xxxxb注1
 LBRPn0レジスタ = xxxxxxxxb注1
 LBRPn1レジスタ = xxxxxxxxb注1
 LMDnレジスタ = 00xxxx00b注1, 3

注1. 以下のレジスタ設定はLINセルフテストモードの動作には反映されません。そのため、設定は必須ではあ
       りません。
       LWBRnレジスタのLPRSビット、LBRPn0レジスタ、LBRPn1レジスタ、LMDnレジスタのLCKSビット
		・ボー・レート、ノイズフィルタ、割り込み出力関連レジスタを設定する。
 LWBRnレジスタ = 0000000xb
 LBRPn0レジスタ = xxxxxxxxb注1
 LBRPn1レジスタ = xxxxxxxxb注1
 LMDnレジスタ = 00xxxx00b注1, 3

注1. 以下のレジスタ設定はLINセルフテストモードの動作には反映されません。そのため、設定は必須ではあ
       りません。
       LBRPn0レジスタ、LBRPn1レジスタ、LMDnレジスタのLCKSビット		説明変更		TU通知済み		TN-RL*-A0091A/J

						171		1204,
1205		17		17.6.3 LINマスタ セルフテストモードにおける受信		・ボー・レート、ノイズフィルタ、割り込み出力関連レジスタを設定する。
 LWBRnレジスタ = 0000xxxxb注1
 LBRPn0レジスタ = xxxxxxxxb注1
 LBRPn1レジスタ = xxxxxxxxb注1
 LMDnレジスタ = 00xxxx00b注1, 3

注1. 以下のレジスタ設定はLINセルフテストモードの動作には反映されません。そのため、設定は必須ではあ
       りません。
       LWBRnレジスタのLPRSビット、LBRPn0レジスタ、LBRPn1レジスタ、LMDnレジスタのLCKSビット、
       LSCnレジスタのIBSビット
		・ボー・レート、ノイズフィルタ、割り込み出力関連レジスタを設定する。
 LWBRnレジスタ = 0000000xb
 LBRPn0レジスタ = xxxxxxxxb注1
 LBRPn1レジスタ = xxxxxxxxb注1
 LMDnレジスタ = 00xxxx00b注1, 3

注1. 以下のレジスタ設定はLINセルフテストモードの動作には反映されません。そのため、設定は必須ではあ
       りません。
       LBRPn0レジスタ、LBRPn1レジスタ、LMDnレジスタのLCKSビット、LSCnレジスタのIBSビット		説明変更		TU通知済み		TN-RL*-A0091A/J

						172		1205,
1206		17		17.6.4 LINスレーブ セルフテストモードにおける送信		・ボー・レート、ノイズフィルタ、割り込み出力関連レジスタを設定する。
 LWBRnレジスタ = 0000xxx0b注1
 LBRPn0レジスタ = xxxxxxxxb注1
 LBRPn1レジスタ = xxxxxxxxb注1
 LMDnレジスタ = 00xx0011b注4

注1. 以下のレジスタ設定はLINセルフテストモードの動作には反映されません。そのため、設定は必須ではあ
       りません。
       LWBRnレジスタのLPRSビット、LBRPn0レジスタ、LBRPn1レジスタ
		・ボー・レート、ノイズフィルタ、割り込み出力関連レジスタを設定する。
 LWBRnレジスタ = 00000000b
 LBRPn0レジスタ = xxxxxxxxb注1
 LBRPn1レジスタ = xxxxxxxxb注1
 LMDnレジスタ = 00xx0011b注4

注1. 以下のレジスタ設定はLINセルフテストモードの動作には反映されません。そのため、設定は必須ではあ
       りません。
       LBRPn0レジスタ、LBRPn1レジスタ		説明変更		TU通知済み		TN-RL*-A0091A/J

						173		1207		17		17.6.5 LINスレーブ セルフテストモードにおける受信		・ボー・レート、ノイズフィルタ、割り込み出力関連レジスタを設定する。
 LWBRnレジスタ = 0000xxx0b注1
 LBRPn0レジスタ = xxxxxxxxb注1
 LBRPn1レジスタ = xxxxxxxxb注1
 LMDnレジスタ = 00xx0011b注4

注1. 以下のレジスタ設定はLINセルフテストモードの動作には反映されません。そのため、設定は必須ではあ
       りません。
       LWBRnレジスタのLPRSビット、LBRPn0レジスタ、LBRPn1レジスタ、LSCnレジスタのIBSビット
		・ボー・レート、ノイズフィルタ、割り込み出力関連レジスタを設定する。
 LWBRnレジスタ = 00000000b
 LBRPn0レジスタ = xxxxxxxxb注1
 LBRPn1レジスタ = xxxxxxxxb注1
 LMDnレジスタ = 00xx0011b注4

注1. 以下のレジスタ設定はLINセルフテストモードの動作には反映されません。そのため、設定は必須ではあ
       りません。
       LBRPn0レジスタ、LBRPn1レジスタ、LSCnレジスタのIBSビット		説明変更		TU通知済み		TN-RL*-A0091A/J

						174		1337		18		18.3.82 CAN用RAMテスト・レジスタr(RPGACCr)(r = 0～127)		 RPGACC42L：F05A4H、RPGACC42H：F05D5H		 RPGACC42L：F05D4H、RPGACC42H：F05D5H		誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

						175		1384		18		18.14 CANモジュールの注意事項		
・CANモジュールの割り込み要求フラグは、割り込みが受け付けられても自動的に0になりませんので、プログラ
ムで0にしてください。これらのフラグが1の場合、それ以降に成立した割り込み要因により割り込みは発生し
ません。				追加説明								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						176		1387		19		表19－3 DTCのコントロール・データ						誤記								12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						177		1389		19		図19－2 DTCBARレジスタにFBHを設定したときのメモリ・マップ例						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						178		1392		19		表19－5 DTC起動要因とDTCベクタ・アドレス(1/2)		グループE：RL78/F14の48, 64, 80, 100ピンかつコード・フラッシュ・メモリが128 KB～256 KBの製品
　　　　　    およびRL78/F14の100ピンかつコード・フラッシュ・メモリが64 KB～256 KBの製品

		グループE：RL78/F14の48, 64, 80ピンかつコード・フラッシュ・メモリが128KB～256 KBの製品
                およびRL78/F14の100ピンかつコード・フラッシュ・メモリが64 KB～256 KBの製品		誤記

						179		1393		19		表19－5 DTC起動要因とDTCベクタ・アドレス(2/2)　備考 ビコウ		グループE：RL78/F14の48, 64, 80, 100ピンかつコード・フラッシュ・メモリが128 KB～256 KBの製品
                およびRL78/F14の100ピンかつコード・フラッシュ・メモリが64 KB～256 KBの製品		グループE：RL78/F14の48, 64, 80ピンかつコード・フラッシュ・メモリが128 KB～256 KBの製品
                およびRL78/F14の100ピンかつコード・フラッシュ・メモリが64 KB～256 KBの製品		誤記

						180		1410		19		(1)ノーマル・モードの使用例1：A/D変換結果の連続取り込み		(1)ノーマル・モードの使用例1：A/D変換結果の連続取り込み
　A/D変換結果レジスタ(FFF1EH, FFF1FH)の2バイトデータをRAMのFFD80H～FFDCFHの80バイトへ転送
図19－22 ノーマル・モードの使用例1：A/D変換結果の連続取り込み
【図中】
DTCCT12 (FFBA2H) = 50H　
		(1)ノーマル・モードの使用例1：A/D変換結果の連続取り込み
　A/D変換結果レジスタ(FFF1EH, FFF1FH)の2バイトデータをRAMのFFD80H～FFDCFHの80バイトへ40回転送
図19－22 ノーマル・モードの使用例1：A/D変換結果の連続取り込み
【図中】
DTCCT12 (FFBA2H) = 28H
		誤記

						181		1414		19		(2)リピート・モードの使用例2：8ビットD/Aコンバータを使ったサイン波出力						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						182		1,432		21		表21-1 割り込み要因一覧(2/4) ヒョウ ワ コ ヨウイン イチラン						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						183		1432		21		表21－1 割り込み要因一覧(2/4)		INTST1/INTCSI10/INTIIC10
32pin/30pin　〇注3,5
 チュウ		INTST1/INTCSI10/INTIIC10
32pin/30pin　〇注3		誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						184		1440		21		表21－2 割り込み要求ソースに対応する各種フラグ(3/4) ヒョウ ワ コ ヨウキュウ タイオウ カクシュ						誤記								14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						185		1467		22		表22－1 キー割り込み検出端子の割り当て		注意　製品ごとに端子の割り当てが異なります。PIOR50ビットでKRn機能をどのI/Oポートに割り当てるかを選択することがで
きます。PIOR50ビットで割り当て可能なP80-P87とP90-P92はA/D入力と兼用しており，初期状態はアナログ入力ポート
になります。キー入力割り込みを使用する場合，PIOR50ビットおよびADPCレジスタでデジタル入力ポートに切り替え
てからキー割り込み機能を使用してください。PIOR50ビットとADPCレジスタの詳細は「4.3.14 周辺I/Oリダイレクシ
ョン・レジスタ5（PIOR5）」および「12.3.11 A/Dポート・コンフィギュレーション・レジスタ（ADPC）」を参照し
てください。
備考1. n = 0-7		注意　製品ごとに端子の割り当てが異なります。PIOR50ビットでKRn機能をどのI/Oポートに割り当てるかを選択することがで
きます。PIOR50ビットで割り当て可能なP70-P74とP80-P87とP90-P96はA/D入力と兼用しており，初期状態はアナログ入力ポート
になります。キー入力割り込みを使用する場合，PIOR50ビットおよびADPCレジスタおよびPMCxレジスタでデジタル入力ポートに
切り替えてからキー割り込み機能を使用してください。PIOR50ビットとADPCレジスタとPMCxレジスタの詳細は「4.3.14 周辺I/Oリダイ
レクション・レジスタ5（PIOR5）」および「12.3.11 A/Dポート・コンフィギュレーション・レジスタ（ADPC）」および「4.3.6 ポート・モード・
コントロール・レジスタ7, 9, 12（PMC7, PMC9, PMC12）」を参照してください。
備考1. n = 0-7　x = 7,9
		誤記								14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						186		1481		23		表23－2 STOPモード時の動作状態		データ・フラッシュ・メモリ｜動作停止(データ・フラッシュのプログラミング時は、STOP命令は不実行)		データ・フラッシュ・メモリ｜動作停止		誤記

						187		1492		24		図24－3 ウォッチドッグ・タイマのオーバフロー／不正命令の実行／クロック・モニタ／不正メモリ・アクセスに
よるリセット・タイミング
通常動作中		(注，注意，備考は次ページあります。)		(注，備考は次ページあります。)		誤記

						188		1503		25		25.1 パワーオン・リセット回路の機能　備考 ビコウ		POCRESレジスタは，クロック・モニタによる内部リセット信号が発生した場合は，クリア(00H)されずフラグがセット(1)されます。		クロック・モニタによって内部リセット信号が生成されると、POCRESレジスタのCLKRFビットが1に設定されます。
POCRESレジスタのPOCRES0ビットは、事前に1に設定されていた場合、PORリセットにより0にクリアされます。
		誤記

						189		1507		25		図25－3 リセット解除後のソフト処理例(1/2)						誤記								1
2
3
4
5
6
7


						190		1508,

1525		25

26		図25－3 リセット解除後のソフト処理例(2/2)

図26－9 リセット要因確認方法						誤記								4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						191		1510		26		図26－1 電圧検出回路のブロック図						誤記								1
2
3
4
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						192		1513		26		表26－1 ユーザ・オプション・バイト(000C1H/020C1H)によるLVD動作モード・検出電圧設定						誤記								1
2
3
4
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						193		1537		27		図27－8 エラー・アドレス格納レジスタ(ERADR)のフォーマット						誤記								1
2
3
4
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						194		1540		27		図27－13 ライトデータ反転レジスタ(ECCDWRVR)のフォーマット		注意1. ECCDWRVRレジスタはワードアクセスしてください。		注意1. ECCDWRVRレジスタは，16ビット・メモリ操作命令で設定してください。		誤記

						195		1545		27		27.3.5 クロック・モニタ　(3)使用上の注意		（3）使用上の注意
　　　　クロック・モニタ動作中にPLLを停止させてSTOPモードに移行する際は，STOP命令の前にPLL制御レジ
　　　　スタ（PLLCTL）のビット0（PLLON）を0（PLL停止）に設定してください。		（3）使用上の注意
　　　　・クロック・モニタ動作中にPLLを停止させてSTOPモードに移行する際は，STOP命令の前にPLL制御レジ
　　　　　スタ（PLLCTL）のビット0（PLLON）を0（PLL停止）に設定してください。
　　　　・オンチップ・デバッグ時に本機能を評価しないでください。
		追加説明

						196		1549		27		27.3.8 不正メモリ・アクセス検出機能		注
2 xxxxxH-0FFFFH の領域で不正アクセスにより命令フェッチ（実行）した場合，不正メモリ・アクセスではなく不正命令の実行によるリセットが発生します。
3. xxxxxH-1FFFFHの領域で不正アクセスにより命令フェッチ（実行）した場合，不正メモリ・アクセスではなく不正命令の実行によるリセットが発生します。		注
2 xxxxxH-0FFFFH の領域で不正アクセスにより命令フェッチ（実行）した場合，不正メモリ・アクセスではなく不正命令の実行によるリセットが発生します。 読み出した場合 ，不正メモリ・アクセスによるリセットは発生せず “FFH ” が読めます。
3. xxxxxH-1FFFFHの領域で不正アクセスにより命令フェッチ（実行）した場合，不正メモリ・アクセスではなく不正命令の実行によるリセットが発生します。読み出した場合 ，不正メモリ・アクセスによるリセットは発生せず “FFH ” が読めます。
		説明変更		TU通知済み		TN-RL*-A072A/E

						197		1555		15		図27－26 A/Dテスト・レジスタ（ADTES）のフォーマット						追加説明								1
2
3
4
51
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

						198		1560		28		28.1 レギュレータの概要						誤記								1
2
3
4
3
3
5
1
1
6
7
8


						199		1563		29		図29－1 ユーザ・オプション・バイト(000C0H/020C0H)のフォーマット						誤記								5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						200		1564		29		図29－2 ユーザ・オプション・バイト(000C1H/020C1H)のフォーマット(1/2)
・LVDの設定(割り込み＆リセット・モード) ズ						誤記								
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						201		1567		29		図29－4 オンチップ・デバッグ・オプション・バイト(000C3H/020C3H)のフォーマット		備考 ビット3, 2は，オンチップ・デバッグ機能使用時に値が書き変わるので，設定後は不定となります。ただし，設
       定時にはビット3, 2にも，必ず初期値（0, 1）を設定してください。		備考 ビット3-1は，オンチップ・デバッグ機能使用時に値が書き変わるので，設定後は不定となります。ただし，設
        定時にはビット3, 2にも，必ず初期値（0, 1）を設定してください。
		誤記								1
2
3
4
5
6
7
8


						202		1576		30		30.3.1 P40/TOOL0端子						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8

						203		1579		30		図30－7 フラッシュ・メモリ・プログラミング・モードへの引き込み						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						203		1579		30		図30－7 フラッシュ・メモリ・プログラミング・モードへの引き込み						誤記

						204		1584		30		30.6 セルフ・プログラミング		備考1. セルフ・プログラミング機能の詳細は，「RL78マイクロコントローラ フラッシュ・セルフ・プログラ
       ミング・ライブラリ Type01 ユーザーズ・マニュアル（R01AN0350）」を参照してください。		備考1. セルフ・プログラミング機能の詳細は，「RL78マイクロコントローラ フラッシュ・セルフ・プログラ
       ミング・ライブラリ Type01 ユーザーズ・マニュアル（R01US0050）」を参照してください。
		誤記

						205		1589		30		30.7 セキュリティ設定		・　書き込み禁止
　　シリアル・プログラミング時に，コード・フラッシュ・メモリ内の全ブロックに対しての書き込みコマン
　　ドの実行を禁止にします。ただし，セルフ・プログラミング時での書き込みは可能です。
　　書き込み禁止に設定後，Security Releaseコマンドによる解除はリセットで有効になります。		・　書き込み禁止
　　シリアル・プログラミング時に，フラッシュ・メモリ内の全ブロックに対しての書き込みコマン
　　ドの実行を禁止にします。ただし，セルフ・プログラミング時での書き込みは可能です。
　　書き込み禁止に設定後，Security Releaseコマンドによる解除はリセットで有効になります。
		誤記

						206		1593		30		30.8.3 データ・フラッシュへのアクセス手順		注意1. セットアップ時間中のデータ・フラッシュへのアクセスは禁止です。
       2. セットアップ時間中にSTOPモードに移行することは禁止です。セットアップ時間中にSTOPモードに
           移行する場合は，DFLEN = 0に設定してから，STOP命令を実行してください。
       3. データ・フラッシュの書き換え中は，高速オンチップ・オシレータを動作させておく必要があります。
          高速オンチップ・オシレータを停止させている場合は，高速オンチップ・オシレータ・クロックを動
          作（HIOSTOP = 0）させ，30μs経過後にデータ・フラッシュ・ライブラリを実行してください。		注意1. セットアップ時間中のデータ・フラッシュへのアクセスは禁止です。
       2. セットアップ時間中にSTOPモードに移行することは禁止です。セットアップ時間中にSTOPモードに
           移行する場合は，DFLEN = 0に設定してから，STOP命令を実行してください。
       3. データ・フラッシュの書き換え中は，高速オンチップ・オシレータを動作させておく必要があります。
           高速オンチップ・オシレータを停止させている場合は，高速オンチップ・オシレータ・クロックを動
           作（HIOSTOP = 0）させ，30μs経過後にデータ・フラッシュ・ライブラリを実行してください。
       4. CPU／周辺ハードウエア・クロックをサブシステム・クロックまたは低速オンチップ・オシレータか
          らメイン・システム・クロックに切り替える場合は以下の(1)～(3)の手順を実行後にデータ・フラッシ
           ュを読み出してください。
          (1) メイン・システム・クロックに切り替わったこと (CLS = 0) を確認する。
          (2) 任意のデータ・フラッシュを読み出す。（読み出した値は使用しないでください）
          (3) 以下の時間が経過するまでウエイトする。
                 HS(高速メイン)モード ：5μS
        5. CPU／周辺ハードウエア・クロック周波数にサブシステム・クロックまたは低速オンチップ・オシレ
           ータを選択した状態 (CLS = 1) でデータ・フラッシュを読み出さないでください。サブシステム・ク
          ロックまたは低速オンチップ・オシレータを選択した状態 (CLS = 1) でデータ・フラッシュを読み出
          す必要がある場合は、サブシステム・クロックまたは低速オンチップ・オシレータに切り替える前にデ
           ータ・フラッシュの値をRAM に格納し、サブシステム・クロックまたは低速オンチップ・オシレータ
           を選択した状態 (CLS = 1) でRAM の値を読み出してください。
		説明変更		TU通知済み ツウチ ズ		TN-RL*-A0096A/J

						207		1596		31		図31－2 E1オンチップ・デバッギング・エミュレータとRL78/F13, F14の接続例		図31－2 E1オンチップ・デバッギング・エミュレータとRL78/F13, F14の接続例
図中の抵抗の単位
KW
		図31－2 E1オンチップ・デバッギング・エミュレータとRL78/F13, F14の接続例
図中の抵抗の単位
KΩ
 ズチュウ テイコウ タンイ		誤記

						208		1598		31		図31－3 デバッグ用モニタ・プログラムが配置されるメモリ空間						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

						209		1631,
1632,
1633,
1634,
1635,
1636,		34		34.3.1 端子特性						誤記								1
12
21
22
23
24
25
26

						210		1631,
1632		34		34.3.1 端子特性
ハイ・レベル出力電流(IOH1)
ロウ・レベル出力電流(IOL1)						誤記								
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						211		1638		34		34.3.2 電源電流特性　IDD2						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						211		1638		34		34.3.2 電源電流特性　IDD2						誤記								2
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						212		1641		34		34.4.1 基本動作
タイマRJ入力ハイ・レベル幅，ロウ・レベル幅						誤記								1
2
3
4
5
6


						213		1642,
1689,
1737,		34
35
36		34.4 AC特性
　34.4.1 基本動作
   ・外部システム・クロック・タイミング

35.4 AC特性
　35.4.1 基本動作
   ・外部システム・クロック・タイミング

36.4 AC特性
36.4.1 基本動作
   ・外部システム・クロック・タイミング						追加説明								
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						214		1642		34		34.4.1 基本動作						誤記								
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						215		1666		34		34.6.1 A/Dコンバータ特性
(4)		（4）AVREF (＋) = 内部基準電圧（ADREFP1 = 1, ADREFP0 = 0）, AVREF (－) = AVREFM/ANI1（ADREFM = 1）選択時，
　　 対象ANI端子：ANI0-ANI23, ANI24-ANI30		（4）AVREF (+) = 内部基準電圧（ADREFP1 = 1, ADREFP0 = 0）,AVREF (－) = AVREFM/ANI1（ADREFM = 1）選択時，
　　 対象ANI端子：ANI0, ANI2-ANI23, ANI24-ANI30
		誤記

						216		1667		34		34.6.5 POR回路特性						追加説明								
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						217		1668		34		34.6.6　LVD回路特性						誤記								5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						218		1669,

1716,

1764		34

35

36		34.8

35.8

36.8		34.8　STOPモード時メモリ保持特性

35.8　STOPモード時メモリ保持特性

36.8　STOPモード時メモリ保持特性		34.8　RAMデータ保持特性

35.8　RAMデータ保持特性

36.8　RAMデータ保持特性		誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

						219		1670		34		34.9 フラッシュ・メモリ・プログラミング特性						誤記								6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						220		1678,
1679,
1680,
1681,
1682,
1683,		35		35.3.1 端子特性						誤記								19
20
21
22
23
24
25
26

						221		1678,
1679		35		35.3.1 端子特性
ハイ・レベル出力電流(IOH1)
ロウ・レベル出力電流(IOL1)						誤記								5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						222		1685		35		35.3.2 電源電流特性　IDD2						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						222		1685		35		35.3.2 電源電流特性　IDD2						誤記								16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						223		1688		35		35.4.1 基本動作
タイマRJ入力ハイ・レベル幅，ロウ・レベル幅						誤記								1
2
3
4
5
6


						224		1689		35		35.4.1 基本動作						誤記								8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						225		1713		35		35.6.1 A/Dコンバータ特性
(4)		（4）AVREF (＋) = 内部基準電圧（ADREFP1 = 1, ADREFP0 = 0）, AVREF (－) = AVREFM/ANI1（ADREFM = 1）選択時，
　　 対象ANI端子：ANI0-ANI23, ANI24-ANI30		（4）AVREF (＋) = 内部基準電圧（ADREFP1 = 1, ADREFP0 = 0）, AVREF (－) = AVREFM/ANI1（ADREFM = 1）選択時，
　　 対象ANI端子：ANI0, ANI2-ANI23, ANI24-ANI30
		誤記

						226		1714		35		35.6.5 POR回路特性						追加説明								
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						227		1715		35		35.6.6　LVD回路特性						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						228		1717		35		35.9 フラッシュ・メモリ・プログラミング特性						誤記								
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						229		1732		36		36.3.2 電源電流特性　IDD2						誤記								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						229		1732		36		36.3.2 電源電流特性　IDD2						誤記								
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						230		1736		36		36.4.1 基本動作
タイマRJ入力ハイ・レベル幅，ロウ・レベル幅						誤記								1
2
3
4
5
6


						231		1737		36		36.4.1 基本動作						誤記								7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						232		1761		36		36.6.1 A/Dコンバータ特性
(4)		（4）AVREF (＋) = 内部基準電圧（ADREFP1 = 1, ADREFP0 = 0）, AVREF (－) = AVREFM/ANI1（ADREFM = 1）選択時，
　　 対象ANI端子：ANI0-ANI23, ANI24-ANI30		（4）AVREF (＋) = 内部基準電圧（ADREFP1 = 1, ADREFP0 = 0）, AVREF (－) = AVREFM/ANI1（ADREFM = 1）選択時，
　　 対象ANI端子：ANI0, ANI2-ANI23, ANI24-ANI30
		誤記

						233		1762		36		36.6.5 POR回路特性						追加説明								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

						234		1763		36		36.6.6 LVD回路特性						説明変更		TU通知済み		TN-RL*-A084A/J				1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

						234		1763		36		36.6.6 LVD回路特性						説明変更								1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

						235		1765		36		36.9 フラッシュ・メモリ・プログラミング特性						誤記								1
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
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